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淡
路
国
賀
集
荘
は
現
在
の
兵
庫
県
三
原
郡
南
淡
町
に
位
置
し
た
荘
園
で
あ
り
、
周
辺
に
は
国
衙
・
国
分
寺
等
も
存
在
し
、
島
内
で
最
も
開
発
の
進
ん
だ
地域であったといえる。
同荘の伝領については一般に次のように理解されている。すな
（１）
わち建久三年三月日の後白河院庁下文案には「従二位高階朝臣家
知
行
」
と
し
て
所
領
が
列
挙
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
淡
路
国
福
良
・
賀
集
荘
高
野宝塔三昧院領」と見え、後白河上皇寵妃の丹後局の知行であり、高
野
山
宝
塔
三
昧
院
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
院
は
や
が
て
宝
障
院
（２）
と
改
称
し
た
ら
し
く
建
仁
三
年
十
月
二
十
日
の
紀
伊
国
司
庁
宜
や
貞
応
二
年
（３）
の
淡
路
国
大
田
文
に
お
い
て
は
「
宝
瞳
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
期
（４）
になると文和二年一一一月五日の三条公秀譲状には「長講堂領淡路国
福良賀集西山三箇庄」とあって、長講堂領荘園として一一一条家が相
（５）
伝
し
て
お
り
、
応
氷
十
四
年
三
月
日
の
宣
陽
門
院
御
領
目
録
に
も
「
同
国
福
良
賀
集
荘
三
条
宰
相
中
将
家
」
と
見
え
て
い
る
。
鎌
倉
期
の
高
野
山
宝
瞳
高野山宝腫院領淡路国賀集荘の伝領について（千葉）
高
野
山
宝
瞳
院
領
淡
路
国
賀
集
荘
の
伝
領
に
つ
い
て
■
１
グ
ハ研究ノ》Ｉ・卜Ｖ
院領から、何らかの契期によって南北朝室町期の三条家へと伝領
（６）
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ところがこの理解には、次に掲げる京都大学文学部所蔵「勧修
（７）
寺家文奎皀」中にある二通の譲状に解れていない。そこで同文書を
利
用
し
て
若
干
の
見
知
を
示
し
た
い
と
思
う
。
一一
先
に
の
べ
た
二
通
の
譲
状
と
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
史料Ａ譲渡
所
領
等
事
一
、
加
賀
国
井
家
庄
件
庄
者
、
延
勝
寺
御
領
、
宣
陽
門
院
御
知
行
也
、
宣
旨
・
官
符。宣陽門院御教書・故浄士寺二位殿御書状等有之
「
大
和
国
円
福
寺
件庄者、後白河院御起請之地、院庁御下文井代々長者
宣
等
有
之
千
葉
哲
司
－
－
－
－
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「高野宝瞳院井淡路国賀集福良西山庄
件寺井庄老、御白河院御起請之地、寺院庄家等文書宣
陽門院御教書・故浄土寺二位殿御讓状等之有、宝瞳院
者、御白河院御祈願所也、彼院主職、撰器量可被補也
一、尾張国朝日中郷庄
件庄者、宣陽門院御領也
一、八条坊門万里小路領壱処巫轌搾示文数
右件庄園寺京地等、各皆為由緒相伝之地、帯次第証文、領知
年久、收無異論、而今愚父齢闘病侵之間、相副相伝文契等、
所譲渡長嫡侍従業光也、至子彼子子孫孫進退領掌、更不可有
他妨、抑拾遺已為長嫡得此、附属舎弟等事、面を可垂憐感之
愛也、但於違背千拾遣心之輩者、非其限而已、価処分如件
貞
応
元
年
八
月
日
沙弥尋蓮判
史
料
Ｂ
（譲
渡）
（
屋
地
）
（
文
書
）
（具）
ゆ
つ
り
わ
た
し
ま
い
ら
す
、
御
庄
を
や
ち
、
屯
ん
そ
と
も
、
物
く
仏
く
と
も
の
事
（
加
賀
国
井
家
）
てか上のくにゐのいゑの御庄鱸》
（
術
中
国
）
一、ひちうのくに宝塔院両法華堂
（
知
足
院
）
一、ちそくゐんのやち、ならひに無対光院地蔵堂等
（庫）
一
、
文
車
の
し
ん
そ
と
も
一
、
家
中
の
物
具
と
も
（
淡
路
国
）
（
賀
集
）
（
福
良
）
（
西
山
）
〔
ま
脱
〕
一
、
あ
は
ち
の
く
に
か
し
う
、
ふ
ぐ
ら
、
に
し
や
一、高野宝憧院
（
童
代
証
文
）
（
公
験
）
右件の庄園領地、あるいはちうたいのせうしん、木くゑんに
（
下
文
）
（
船
）
まかせてしそん相伝すへきよし女院の庁御くたしふ家をたま
（
代
）
（
主
）
（
給
）
（
券
手
継
）
はりて侯、あるいく又かばりをぬしにたひて本げんてつぎを
（母）
（地）
（家
かへとりて侯、はよのもたせたまひたるちにくして、いゑつ
挫垣）
（進）
く
り
く
は
上
御
せ
ん
に
ま
い
ら
せ
む
と
し
候
し
か
と
も
、
は
か
な
く
（
次
第
）
（
証
文
）
うせられ侯にしかは、おのノーしたいのせうあんをくして、
（
物
具
）
（局）
いゑのうちのもの▲くにいたるまて、治部卿殿御つほれにゆ
（
屋
）
（
堂
）
つりまいらせ候、このやを〈御たうにして、浄士寺との入御
（
醤
提
弔
）
ほたいとふらひまいらせんするよし、女院へ中て無対光院と
（
供
僧
一
一
人
）
（
成
慨
）
（
供
料
）
申候、くそうふたりなしをきて候、くれうに〈ゐのいゑの御
（
年
貢
）
（
宝
塔
院
）
ねんくのうちを五石つ上たひ候所を〈、ほうたうゐんのねん
（
解
怠
）
くにて御さた候へし、これらけたいなくして、御庄々を〈し
（
兄
弟
共
）
（哀）（育）
らせたまふへく侯、又おと△ひとも耐めんノーにあばれ糸ばく
上ませたまふへく侯、た上し、御心にたかはんおとＬひとも
（
菊
王
法
師
）
（
等
）
〈御さたあるへからす候、この中にきくわうほうし、大夫とを
（
水
）
（
不
孝
）
〈、たかくふけうして候そ、あなかしこノーいゑのうちへも
（耳）
（間）
いれ、物申さん御糸上に、き上いれさせたまふな、かく中を
（仰）
（
菊
王
）
（
浅
）
ぎたれはとて、物おほせらるな、大夫もきくわうも、あきま
（不当）
（
水
）
（
遠
）
（
不
孝
）
しきふたうの物としにて候へ〈、たかくとをくふげうして
候そ、御心にしたかふへきよし申てまいりて侯とも、ゆめ
（寄）
ノーよせさせたまふましく候、もし又おと入ひの中にも、わ
四
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（知）
れこそこの御庄をはしるへけれと申ことありとも、それを〈
（盗）
（本家）
いす人にそして、ぼんけへ‐甲て、御さた候へし、又女院へ可も
治部卿殿にゆつりまいらせ侯よしを〈申をきて候也、又せん（仰
さい御せんと、中よくてたかいに田心あひて、なにこともおほ
〈ロ）
（
伊
子
忽
那
）
〔ママ］
せられあはせてを〈しませ、いよのくつなを〈せんさい御こ
（記）
せんにゆつり候也、この芸」、ゆめノｌ’たかひ候まし、のちの
せうあんのためにしるし申也、あなかしこノー～
嘉
頑
三
年
二
月
八
日
宮内卿平朝臣判
光
蓮
判
史料Ａ・Ｂともに高野宝障院と淡路国賀集荘が記されており、
それらが史料Ａでは沙弥尋蓮から侍従業光に、史料Ｂでは宮内卿
平朝臣から治部卿殿御局に譲与されている。『尊卑分脈』に侍従
業光。宮内卿平朝臣を求めて承ると、次の系譜を見出すことがで
芸」る。
相
模
守
木
工
顕
正
四
下
使
左
衛
門
佐
正
五
下
治
部
卿
従
三
宮
内
卿
業
一
男
ｌ
業
兼
ｌ
業
光
母
従
二
高
階
栄
子
したがって史料Ａは平業兼譲状案、史料Ｂは平業光譲状案と考え
られる。
ここで問題となるのが高野宝瞳院・賀集荘と、平業兼らとの関
係であろう。史料Ａの譲状に見える荘園は、汽陽門院との関りを
示すものが多い。この宣陽門院は、後白河院と建久一一一年一一一月の後
白河院庁下文によって知行を承認された丹後局との間に生れた人
物である。さらに『尊卑分脈』に見えるように業兼の母もまた丹
高野山宝橦院領淡路国賀集荘の伝領について（千葉）
後局であり可宣陽門院と平業兼とは異父兄妹という関係なのであ
り、そのため「宣陽門院御教書。故浄士寺二位殿御讓状」が業兼
に与えられ、高野宝臆院と業兼の間に関係が生じたものと考えら
れる。宝瞳院は賀集荘に対して荘園領主として存在するが、その
宝瞳院に対して業兼は、「彼院主職、撰器量可被補也」とあるよ
うに院主職の補任権を保持している。業兼の譲状に宝瞳院と賀集
荘が併記されるのは、このためであろう。
さて父業兼から所領を譲りうけた平業光は、治部卿殿御局なる
女性に所領を譲与する。この女性は、その呼称から考えれば父業
兼の妻・業光の母が考えられるが、業光譲状にも見えるように母
は「はかなくうせられ」て存世していない。後にのべるように、
業光の所領の多くは業光の娘婿の譲状に現れ、娘を介して他家へ
と伝領されるのであるが、業光の譲状と娘婿の譲状との間には約
四十年の差があり、業兼と業光の譲状の間が十五年であることを
考えると治部卿殿御局と業光の娘が同一人物とは考えにくい。業
光の母・娘が譲与対象から外れるならば残る近親は姉妹であり、
治部卿殿御局は業光の姉妹と考えたい。さらに奥に業光と並んで
署判を加えている光蓮なる人物であるが、この時代の譲状におい
（８）
て、譲与者と被譲与者が並んで署判を加える例が見られることか
ら、光蓮が業光から譲与をうけた人物と考えることができ、治部
卿殿御局Ⅱ光蓮と解したい。
平業兼からの伝領を考えると、平業兼↓平業光↓業光姉妹（光
蓮
）
↓
業
光
娘
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
五
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先に業光の所領の多くは娘婿の讓状に現れると記したが、その
（９）
娘婿とは士口田経俊であり、平業兼・業光の讓状が勧修寺家文書中
に伝来する所以であるといえよう。経俊の子息である俊定の『公
卿補任」の尻付には、「母侍従平業光女」と記され『尊卑分脈」
にもほぼ同様の記載がある。
平業光の娘を妻とした吉田経俊は、妻の相伝した所領も含めて
（、）
の譲状を建治二年十月の死の前日に作成している。平業光譲状に
見
え
る
所
領
の
う
ち
吉
田
経
俊
譲
状
に
見
え
る
の
は
、
加
賀
国
井
家
荘
・
備
中
国
宝
塔
院
・
同
法
華
堂
の
三
カ
所
で
、
本
稿
の
中
心
で
あ
る
賀
集
荘
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
俊
の
孫
の
定
資
讓
状
に
お
い
て
も
記
さ
れ
る
の
は
同じ三カ所であり、加賀国井家荘などと賀集荘はこの時点までに
別個の人物に譲与されたと考えねばならないであろう。
で
は
、
ど
の
時
点
で
誰
に
、
と
い
う
問
題
が
出
て
こ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
いて明らかに示す史料は存在しないが、賀集荘が南北朝期以降、
三条家の家領として存在していた事とあわせて考えてみたい。先
に示したように、文和二年の三条公秀譲状作成の時点で賀集荘は
三条家の家領となっており、それ以前に三条家へと伝領されてい
なければならないはずである。その事から平業兼一族・吉田家・
三条家を結びつけることのできる人物を『尊卑分脈』に探して承
ると、一人の女性を見出すことができる（以下、末尾の賀集荘伝
領関係系図を参照）。その女性とは、業光の娘の夫となった経俊
のめいに当たる人物である。経俊の兄為経の娘であるこの人物
法
政
史
学
第
四
十
三
号
■■■■■
-
1■■■■■
は、三条公貫の妻となっている。一一一条公貫とこの女性の孫が、文
和
二
年
の
譲
状
作
成
者
の
三
条
公
秀
で
あ
る
。
光
蓮
か
ら
所
領
の
譲
与
を
う
け
た
業
光
の
娘
は
、
夫
経
俊
の
讓
状
作
成
以
前
、
お
そ
ら
く
三
条
公
貢
と
の
婚
姻
等
の
際
、
そ
の
所
領
の
う
ち
か
ら
賀
集
荘
を
め
い
に
譲
与
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
経
俊
の
讓
状
作
成
の
時
点
で
賀
集
荘
は
既
に
三
条
家
の
家
領
と
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
経
俊
は
そ
の
子
孫
に
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
ったと考えたい。『尊卑分脈』には三条公貧の子として公勝とい
う
僧
が
見
え
、
そ
こ
に
は
「
宝
瞳
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宝
障
院
が
高
野
宝
瞳
院
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
条
家
と
宝
瞳
院
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
想
定
で
き
る
。
そ
の
関
係
と
は
先
に
平
業
兼
譲
状
で
ふ
れ
た
院
主
職
の
補
任
権
で
あ
り
、
三
条
家
が
宝
臆
院
の
院
主
職
補
任
権
左
手
に
入
れ
た
結
果
、
公
勝
が
宝
瞳
院
院
主
に
補
任
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
賀
集
荘
が
三
条
家
へ
と
譲
与
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
付
随
し
て
賀
集
荘
の
領主である宝障院の院主補任権も三条家へと移ったのである。
こ
の
よ
う
に
三
条
家
が
賀
集
荘
を
そ
の
家
領
と
す
る
の
は
、
南
北
朝
期
で
は
な
く
鎌
倉
時
代
の
後
期
、
母
系
に
よ
る
伝
領
で
あ
り
、
三
条
公
貧
か
そ
の
子の実躬の時代であると考えたい。
以
上
の
よ
う
に
賀
集
荘
の
伝
領
を
考
え
て
き
た
が
、
次
に
宝
瞳
院
・
平
氏
・
三
条
家
が
賀
集
荘
に
所
持
し
た
職
は
ど
の
よ
う
な
職
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
先
に
ふ
れ
た
三
条
公
秀
譲
状
に
は
賀
集
荘
が
長
講
堂
領
で
あ
る
こ
と
が記されており、応永十四年の宣陽門院所領目録・応永二十年の
（、）
長講堂領目録にもその名が見えることから、南北朝期以降は長講
四
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堂を本家としていたと考えられる。ところが、鎌倉時代建久二年
（皿）
（凪）
の長講堂領目録・貞応三年頃の宣陽門院所領目録には賀集荘の名
（ｕ）
を見ることはできない。
周知のように長講堂領は、皇室領荘園中でも最大規模のもので
あ
り
、
後
白
河
院
か
ら
宣
陽
門
院
へ
、
さ
ら
に
麿
司
院
を
経
て
安
嘉
門
院
へ、そして持明院統へと伝えられてゆくのである。平業兼譲状に
は賀集荘について「後白河院御起請之藝地、寺院庄家等文書宣陽門
院
御
教
書
・
故
浄
士
寺
二
位
殿
御
譲
状
等
有
之
」
と
記
し
、
井
家
荘
に
つ
い
ては「宣陽門院御知行地」と記し、両者の間には表現の違いが認
められる。井家荘は一貫して長講堂領と記されていることと、鎌
倉
期
に
は
目
録
中
に
賀
集
荘
が
見
え
な
い
こ
と
も
関
連
も
あ
ろ
う
が
、
賀
集
荘
に
お
い
て
も
後
白
河
院
や
宣
陽
門
院
と
の
密
接
な
関
係
は
想
定
で
き
よ
う。さらに平業光譲状になると所領を列挙し、一括して「女院の
庁の御くたしふ承」左給わると記している。業光にとっては井家
荘も賀集荘も共に、宣陽門院から下文の発給をうける対象であ
り
、
両
者
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
考
え
て
賀
集
荘
は、鎌倉期に長講堂領目録中にその名は見えないものの、その成
立の当初から長講堂を本家としていたと考えて差し支えないので
はなかろうか。
このように後白河院や宣陽門院と密接な関係を持つ賀集荘は長
講堂を本家とし、領家の地位には宝瞳院もしくは宝瞳院院主補任
権を持つ平業兼一族があったものと考えられる。そしてその地位
は
、
女
性
の
婚
姻
に
よ
り
吉
田
家
を
経
て
三
条
家
へ
と
伝
領
し
た
と
考
え
ら
（応）
れ
、
そ
の
時
期
は
鎌
倉
後
期
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
高野山宝瞳院領淡路国賀集荘の伝領について（千葉）
最後に高野宝瞳院であるが、現在高野山内には宝艫院の名を持
つ寺院は存在しておらず、高野山大学の裏手に宝幟院谷の地名が
（略）
存するの家であり、早く廃絶したようである。三条家において宝
瞳院と関わっているのは史料上公勝の象であり、賀集荘が三条家
へと伝領されて間もなく廃絶したのではなかろうか。
末尾に関係図を示し本稿の結びとしたい。
含Ｔ'5Ｗ、Ｔ註
、_ノ、_ノ、-ノミーノ、－ノ 賀
集
荘
伝
領
関
係
系
図
後
白
河
院
一ＴｌＩｌＩｌ宣陽門院
高
階
栄
子
一Ｔｌｌｌ業兼ｌｌｎⅡ戦１一一Ｆ俊定ｌ定資
平業一房
吉田資定ｌｌＨⅡ洲舳ｌ女子
Ｔ
実
躬
ｌ
公
秀
ｌ
公
勝
『鎌倉遺文』二巻五八四号
「鎌倉遺文』三巻一一一一九三号
『鎌倉遺文」五巻三○八八号
「大日本史料』六編之十七
『大日本史料』七編之八
一
七
三
条
公
貫
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〔付記〕法政大学中野ゼミでは、現在兵庫県三原郡南淡町の護国寺所蔵
文書を調査中である。同寺は賀集荘と密接な関係にあり、賀集荘関
係史料を検討する過程で本稿は成ったものである。
（６）『角川日本地名大辞典班兵庫県』賀集荘項。
（７）中村直勝「勧修寺家領に就いて」所引Ｓ中村直勝著作集』第四巻）
（８）例えば正治二年二月廿八日付吉田経房譲状案など。
（９）註（７）論文においては、光蓮が吉田経俊の妻となったと解して
いるが、『公卿補任』等により光蓮と経俊妻は別人と解したい。
（、）『鎌倉遺文』十六巻一二五二○号
（Ⅱ）『大日本史料』七篇之十九
（⑫）『鎌倉遺文』一巻五五六号
（⑬）『鎌倉遺文』五巻三二七四号
（ｕ）長講堂領については『国史大辞典９』の長講堂領一覧が便利で
あり、同表によれば建久二年の長講堂領目録に賀集荘が記されてあ
るように表現されるが、管見の限り同目録に賀集荘は見出せなかっ
た。
（巧）註（６）書によれば三条家を預所としているが領家職と考えた
い。
（肥）高野山大学教授和田秀乘先生御教示による。
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